
第六次子どもプラン武蔵野における施策体系図の更新について 

 

１ 施策体系図の更新について 

第六次子どもプラン武蔵野の「施策体系図」について、令和 5年 12月 22日閣議決定された「こ

ども大綱」及び各個別計画を踏まえた内容とするため、関係課に改めて照会し内容の更新を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 施策体系図（案）における主な変更点 

 

変更 事業名 変更内容 

① 子どもの権利を保障する取組みの推進 

・子どもの権利に関する取組みについて、全庁

的に推進していくため、主管課を変更 

・委員指摘により事業名を変更 

② 保健センター増築・複合施設の整備 
保健センター整備の検討状況に合わせ事業名

を変更 

③ 
障害のある子どもや発達に支援が必要な子ど

もへの支援体制の強化 

発達に支援が必要な子どもと保護者への支援

について、関係部署が連携して取り組むため

事業番号２・８を統合 

④ 若者の健やかな成長と社会的自立の支援（仮） 
「子ども・若者育成支援推進法」に基づく施策

として、新たに若者支援の事業を追加 

⑤ 
幼稚園・保育所・認定こども園・小学校等の連

携強化 
委員の指摘により主管課を追加 

⑥ 中学生・高校生世代などの居場所の充実 
今後の子どもの居場所の整備を見据え事業名

を変更 

⑦ 

・中高生世代や若者と産業分野・産業団体と

の連携事業の検討 

・アントレプレナーシップ（起業家精神）醸成

の研究 

『第三期武蔵野市産業振興計画』の掲載事業

について追加 

資料３ 
令 和 ６ 年 ３ 月 2 8 日 
第４回子どもプラン推進地域協議会 

 

「こども大綱」における基本的な方針（令和 5年 12月 22日閣議決定） 

①こども・若者を権利の主体として認識し、その多様な人格・個性を尊重し、権利を保障し、こども・若者

の今とこれからの最善の利益を図る 

②こどもや若者、子育て当事者の視点を尊重し、その意見を聴き、対話しながら、ともに進めていく 

③こどもや若者、子育て当事者のライフステージに応じて切れ目なく対応し、十分に支援する 

④良好な成育環境を確保し、貧困と格差の解消を図り、全てのこども・若者が幸せな状態で成長できるよう

にする 

⑤若い世代の生活の基盤の安定を図るとともに、多様な価値観・考え方を大前提として若い世代の視点に

立って結婚、 子育てに関する希望の形成と実現を阻む隘路（あいろ）の打破に取り組む 

⑥施策の総合性を確保するとともに、関係省庁、地方公共団体、民間団体等との連携を重視する 


